
の
り
面
変
位
を

本
社

副
会

測
器
つ
な
ぐ
大
速

阪
高

遠
隔
監
視

無
線
で
多
数
計

大
阪
大
学
と
西
日
本
高
速

道
路
会
社
は
初
日
、
高
速
道

路
沿
い
に
あ
る
の
り
面
の
変

位
や
変
状
を
無
線
セ
ン
サ
ー

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
遠
隔
監
視

で
き
る
技
術
を
開
発
し
た
と

発
表
し
た
。
変
位
計
な
ど
を

備
え
た
計
測
器
を
小
型
化
し

て
多
数
配
置
。
計
測
器
間
を

無
線
で
つ
な
ぐ
こ
と
で
一
つ

の
通
信
経
路
が
断
絶
し
て
も

他
の
経
路
で
デ
!
タ
を
送
れ

る
よ
う
に
し
た
。
昨
年
度
ま

で
に
西
日
本
高
速
会
社
関
西

無線センサー網を活用したのり面監視概要図

の
阪
和
道
や
舞
鶴

に
計
測
器
を
設
置
し
、
本

度
は
全
支
社
に
拡
大
。

u

度
ま
で
に
試
行
運
用
の
結

を
検
証
し
て
日
年
度
か
ら

本
格
運
用
を
目
指
す
。

の果年年道支
社
1iDi7 
日
内

集
中
豪
雨
な
ど
で
の
り
面

が
崩
壊
す
る
災
害
の
危
険
性

は
高
ま
っ
て
お
り
、
高
速
道

路
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た

め
に
の
り
面
監
視
技
術
の
向

上
は
急
務
。
従
来
の
監
視
技

」
術
は
コ
ス
ト
が
高
い
な
ど
の

課
題
が
あ
っ
た
た
め
、
精
度

が
高
く
、
多
数
の
計
測
器
を

設
置
し
て
も
コ
ス
ト
を
抑
制

で
き
る
技
術
の
開
発
に
取
り

一
組
ん
で
い
た
。

今
回
開
発
し
た
「
無
線
を

活
用
し
た
多
点
型
の
り
宙
遠

隔
監
視
技
術
」
の
計
測
器
は
、

従
来
型
の
2
分
の
1
の
サ
イ

ズ
と
、
印
分
の
1
の
コ
ス
ト

を
実
現
し
、
計
測
器
の
多
数

設
置
を
可
能
に
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
計
測
器
を
無

線
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

相
互
に
つ
な
げ
る
よ
う
に
し

た
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

3.毎日
6.中日
9.伊勢
12.日刊工業
15.日本海事

2.朝日
5.岐阜
8.静 岡
11.建通
14.信濃毎日

【建設ICT】

1.日経
4.読売
7.産経
10.中部経済
13.建設通信
⑪建設工業

を
通
じ
て
ど
こ
か
ら
で
も
計

測
結
果
を
常
時
確
認
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。

本
年
度
は
全
支
社
で
、
変

位
だ
け
で
な
く
、
変
状
の
要

因
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
雨

量
や
地
下
水
位
、
土
壌
水
分

な
ど
を
把
握
で
き
る
計
器
を

つ
な
い
だ
計
測
器
を
設
置

し
、
デ
ー
タ
を
収
集
中
。

」
の
デ
l
タ
を
検
証
し
、

り
面
変
状
の
予
兆
把
握
技

ω精
度
を
向
上
さ
せ
る
と

に
、
早
期
に
被
災
区
間

行
止
め
解
除
の
判
断
を

技
術
開
発
に
も
取
り
組

い

く

方

針

だ

。
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